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令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
30
日
か
ら
９
月
27
日
ま

で
の
会
期
29
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

15
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
市
長
提
出
議
案

19
件
、諮
問
１
件
、委
員
会
提
出
議
案
１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
４
件
は
、
採
択
が
１
件
、
不

採
択
が
３
件
、
ま
た
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情
３
件
は
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

主 な 内 容
◆一般質問（要旨）……２〜４面
◆令和３年度決算審査………５面
◆議案の審議結果……………６面
◆可決等された案件…………６面
◆委員会の審査…………７〜８面
◆特別委員会活動……………８面

令和３年度各会計決算を認定令和３年度各会計決算を認定
「選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書」を提出「選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書」を提出
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会
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開
催
状
況
と

　
　
　
　
審
議
日
程
◆

令和４年第３回定例会
８月30日～９月27日

▲議長席から見た市議会議場

　
最
高
裁
判
所
は
２
０
１
５
年
及
び
２
０
２
１
年
、
夫
婦
同
姓
規
定

自
体
は
合
憲
と
判
断
し
た
が
、
同
時
に
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
つ

い
て
「
合
理
性
が
な
い
と
断
ず
る
も
の
で
は
な
い
」
と
言
及
し
、
制

度
の
在
り
方
に
つ
い
て
「
国
会
で
論
じ
ら
れ
、
判
断
さ
れ
る
べ
き
」

と
国
会
に
委
ね
た
。

　

世
界
で
唯
一
、
結
婚
時
に
夫
婦
同
姓
し
か
選
べ
な
い
日
本
で
は
、

望
ま
な
い
改
姓
に
よ
る
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　
平
均
初
婚
年
齢
は
年
々
上
が
り
、
現
在
30
歳
前
後
で
あ
り
、
男
女

と
も
に
生
ま
れ
持
っ
た
氏
名
で
信
用
・
実
績
・
資
産
を
築
い
て
か
ら

初
婚
を
迎
え
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
改
姓
時
に
必
要
な
事
務
手
続

き
は
確
実
に
増
え
て
お
り
、
戸
籍
姓
で
の
キ
ャ
リ
ア
継
続
を
望
む
ゆ

え
に
事
実
婚
を
選
ぶ
夫
婦
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
少
子
化
に
よ
り

一
人
っ
子
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
が
増
え
た
こ
と
で
、「
改
姓
し
な
く
て

い
い
な
ら
結
婚
し
た
い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
人
生

１
０
０
年
時
代
、
子
連
れ
再
婚
や
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
結
婚
・
再

婚
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
は
、「
家
族
で
同
じ
姓
の
方
が
一

体
感
が
深
ま
る
」
と
考
え
る
カ
ッ
プ
ル
が
引
き
続
き
夫
婦
同
姓
で
結

婚
で
き
る
一
方
で
、
結
婚
前
の
姓
を
互
い
に
維
持
し
た
い
カ
ッ
プ
ル

は
改
姓
せ
ず
、
夫
婦
別
姓
を
選
べ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
男
女
が
改
姓
に
よ
る
不
利
益
を
案
ず
る
こ
と
な
く
結
婚
・
出

産
し
、
老
後
も
法
的
な
家
族
と
し
て
支
え
合
え
る
社
会
に
つ
な
が
り
、

少
子
化
対
策
の
一
助
と
も
な
る
。

　
ま
た
、
法
的
根
拠
の
な
い
「
旧
姓
併
記
」
が
こ
れ
以
上
広
が
る
こ

と
に
よ
る
社
会
の
混
乱
、
例
え
ば
災
害
時
の
本
人
確
認
や
公
的
書
類

へ
の
記
載
な
ど
で
２
つ
の
「
姓
」
を
使
い
分
け
る
こ
と
に
よ
る
混
乱
や
、

事
実
婚
増
加
に
よ
る
婚
姻
制
度
の
形
骸
化
、
ま
た
、
戸
籍
制
度
の
形

骸
化
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
、
法
的
根
拠
の
あ
る
生
ま
れ

持
っ
た
氏
名
で
キ
ャ
リ
ア
継
続
で
き
る
こ
と
か
ら
、
女
性
活
躍
の
推

進
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

　
よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
、
政
府
及
び
国
会
に
対
し
、
男
女
が
と

も
に
活
躍
で
き
る
社
会
実
現
の
た
め
、�

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
法

制
化
す
る
よ
う
求
め
る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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ＣＶ-22オスプレイの配備・運用について

市内小・中学校における放課後学習支援について

誰もが自分らしく生きるための支援について 

エシカル消費について 

法人市民税の税収拡大について

▲DX取り組み例の学童オンライン申請入力画面

▲スタディ・アシスト事業の様子

▲小・中学生に配布している漫画冊子

　質問　米空軍が８月16日に、ＣＶ
－22オスプレイ全機を地上待機させ
る決定をしたことについて伺う。
　市長　ギアボックス内のクラッチ
について安全上の事象が2017年以降
４件、うち６週間以内に２件発生し
たことを受けた措置。原因を究明し、
機体の安全性に関して万全の措置が

　質問　放課後において、基礎的な
学力の定着と、主体的に学習する態
度の育成を目的とする放課後学習支
援が市内小・中学校において行われ
ているが、今後も継続されるのか。
また、規模の拡大や発展的な取り組
みになることはあるのか伺う。
　教育長　放課後学習支援について

　質問　都は令和４年11月から「東
京都パートナーシップ宣誓書」の運
用を開始するが、本市の対応を伺う。
　市長　制度の内容を各課に周知し、
活用可能な施策について調査した。
都の対応が決まっていない点もあり、
精査の必要があるため庁内検討会を
立ち上げ、制度を活用できる具体的

　質問　エシカル消費とは、商品購
入やサービスを受ける際の判断基準
に品質・機能や価格などの要素だけ
ではなく、その背後にある倫理的な
問題を重視し決定・選択する消費行
動を言うが、本市の取り組みを伺う。
　市長　環境分野では環境に優しい
取り組みを行う事業者等を認証する、

　質問　本市の法人市民税は全国平
均の半分以下だが、企業誘致条例の
制定など、税収拡大への所見を伺う。
　市長　市では、創業支援事業等に
よる市内事業者の増加や既存事業者
に対する融資制度の活用等で地域産
業の振興及び市内の雇用創出を図り、
法人市民税など各種税収の維持・拡

取られるまで飛行運用を再開しない
ことは当然だと考える。市民の安心
のために、国の責任で詳細な情報収
集を行うよう、強く申し入れた。
ＤＸの取組状況について
　質問　行政サービスへのデジタル
技術活用について、取り組みを伺う。
　市長　令和４年３月に「福生市デ

は、市内全校対象に行ったアンケー
ト調査で「放課後学習支援サポータ
ーがしっかり対応してくれる」など、
全ての学校から高い評価をいただい
ていることから、継続して取り組み
たいと考えている。また、本事業の
発展的な取り組みとして、令和２年
度から「スタディ・アシスト事業」

な施策や制度開始による影響などに
ついて検討を始めた。今後は性的少
数者への配慮について議論を重ね、
課題解決に取り組んでまいりたい。
こども基本法成立に伴う市の対応に
ついて
　質問　法に基づく子どもの権利で
ある参画について、今後の施策は。

エコフレンドリー制度の導入、福祉
分野では障害者施設で作られた物品
の販売、産業分野では学校給食で地
産地消に取り組んでいる。ホームぺ
ージを活用した周知のほか、市内小・
中学校の児童・生徒へは漫画冊子の
配布による啓発を行っている。
　質問　学校教育におけるエシカル

大に努めている。なお、企業誘致条
例等について現時点で制定は考えて
いないが、今後企業を誘致できる条
件が整った際には、制定について熟
慮する必要があると考えている。
市立学校におけるプール授業の外部
委託等について
　質問　本市での公共施設の改修計

ジタル・トランスフォーメーション
推進プラン」を策定。デジタル技術
を行政運営に取り入れ、業務の効率
化や省人化、職員の創造性向上を図
るなど、限られた予算の中で新たな
手法による様々な取り組みを「アク
ションプラン」として定め、実効性
を確保しながら取り組んでいる。

を実施している。中学３年生を対象
とした高校受験に特化した放課後学
習支援の取り組みで、令和４年度は
29名の生徒が参加している。今後と
も、児童・生徒が地域の中で安心し
て健やかに育まれる環境づくりの一
環として、放課後学習支援を充実さ
せていきたい。

　市長　本市はこれまでも子どもの
利益を中心に施策を展開してきたが、
今後はより丁寧に子どもの視点で最
善の利益を追求する必要がある。こ
ども基本法の成立は本市の子育て施
策において一つの転換点であり、今
後も様々な施策に子どもの視点や参
画などを取り入れ、充実を図りたい。

消費に関する取り組みを伺う。
　教育部参事　本市で採択した中学
校家庭科の教科書にエシカル消費が
取り上げられており、自立した消費
者として責任ある消費行動を考え、
自分事として自ら工夫することを通
じ、人や社会、環境、地域などに配
慮した倫理的な消費を学んでいる。

画や児童・生徒数の今後の推移を考
えると、水泳事業の外部委託やプー
ル廃止の検討も必要ではないか。
　教育長　現在、校外のプールでの
水泳指導や民間等への委託を試行し
ている自治体の事例を研究している。
水泳指導の外部委託については、選
択肢の一つとして研究を進めていく。

今定例会では、15名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１～２問とし掲載しました。
会議録は11月上旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
また、福生市ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
※録画映像を議員名左横のQRコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問（ 要 旨 ）「市政のここを問う」

▲福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）

正和会
山崎 貴裕 議員

公明党
堀 雄一朗 議員

正和会
武藤 政義 議員

生活者ネットワーク
三原 智子 議員

公明党
青木 健 議員
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災害時要配慮者対策について

エネルギー対応について

子育て支援に関する住宅施策について

防災行政について

米軍横田基地について

▲外国人向け動画「福生市生活ガイド」の一場面

▲デマンド監視装置

▲東京都子育て支援住宅認定マーク

　質問　外国人が円滑かつ迅速に避
難するため外国人地域防災リーダー
の育成を図るべきだが、所見を伺う。
　市長　約60の国籍がある外国人を
地域防災リーダーとして育成するこ
とは非常に困難であることから、多
言語併記の防災マップの配布に加え、
外国人向けの動画や対話型ＡＩ翻訳

　質問　本市の庁舎や施設等につい
て、電力需給のひっ迫状況において
どのように節電を推進されたか伺う。
　市長　施設利用者や業務に当たる
職員等に影響が生じない範囲で、照
明、空調設備、ＯＡ機器の節電に努
めた。市庁舎の空調設備は電力の使
用状況をデマンド監視装置で集中監

　質問　少子化が進んでいる今、子
育て支援のソフト面が充実していた
としても、ハード面である住宅を多
く供給することが非常に大切だ。子
育て支援住宅整備助成事業は、本市
独自の基準に基づいて認定するもの
であり、子育て世代に配慮した住宅
の供給促進を図ることを目的として

　質問　近年の避難所運営連絡会の
開催状況や管理責任者の役割、女性
の視点での避難所運営について伺う。
　市長　令和２年度は開催を見送り、
３年度は総合防災訓練後に参加者に
限り出席、４年度は総合防災訓練前
に全体会を開催予定。避難所管理責
任者の役割は、各避難所の避難者の

　質問　ＣＶ－22オスプレイが当面
の間、地上待機となったことについ
て、防衛省や米軍からの事前の情報
提供の有無や現在の情報等について
伺う。
　市長　８月18日夕方に防衛省北関
東防衛局から情報提供があり、翌19
日に北関東防衛局の企画部長が来庁

機などを活用するとともに、外国人
が参加した町会等による防災講話の
事例などを参考に研究していきたい。
学童クラブ事業について
　質問　本市において民間事業者に
学童クラブの運営を委ねることにな
った経緯とその考え方を伺う。
　市長　50年以上前に福生市社会

視し、電力使用を抑制する運用を行
っている。今後も東京電力管内の電
力需給ひっ迫注意報等の発令を注視
しながら、節電を推進する。
　質問　令和４年６月に、市庁舎周
辺で実際に停電が発生したが、庁舎
における停電時の対応について伺う。
　市長　市庁舎では停電後速やかに

おり、将来に大きな期待が持てるが、
事業の内容の詳細を伺う。
　市長　子育て支援住宅整備助成事
業は、子育て世帯に配慮した住宅の
供給促進を図ることを目的に、東京
都子育て支援住宅の認定を受けた賃
貸集合住宅を新たに整備する場合に、
共同施設等の整備に要する費用の一

受入れ状況の管理や防災備品、食料
や生活用品等の管理、防火安全対策
で、災害対策本部や他の活動班等と
の連絡調整も想定している。女性の
視点での避難所運営は、一部避難所
で女性専用の物干しスペースを設置
するなど、随時意見を反映している。
　質問　防災家族会議とは災害発生

し、説明を受けた。８月24日に、米
海兵隊、米海軍や陸上自衛隊が同様
の措置をとっていない理由について
続報として情報提供があった。
ジェンダー平等な福生市を推進する
ことについて
　質問　困難な問題を抱える女性へ
の支援に関する法律が５月に成立し

福祉協議会に委託したのが始まりで、
その後、学童クラブのニーズの高ま
りや指定管理者制度の導入といった
制度上の変化等もあり、社会福祉協
議会以外の民間事業者にも運営を委
ねるようになった。今後も多様な担
い手の力を積極的に活用し、より質
の高い学童クラブの運営を推進する。

非常時用自家発電設備を稼働し、非
常用電源系統につながるパソコンや
電話機等のＯＡ機器を使用して窓口
業務等を継続した。停電復旧に約１
時間20分を要したが、大きなトラブ
ルの発生はなかった。今回の停電対
応で得られた情報や経験等を今後に
生かし、不測の事態に備えたい。

部を本市が助成する事業である。助
成制度の主な要件は、東京都子育て
支援住宅の設計認定を受けた住宅で
あること、新築賃貸集合住宅である
こと、住戸専用面積が60平方メート
ル以上であること、市税を滞納して
いないこと等で、助成の上限額が
200万円となっている。

時を想定した防災に関する家族会議。
より積極的な取り組みを市民に促す
必要があると考えるが所見を伺う。
　市長　市では、例年の総合防災訓
練で各家庭でのシェイクアウトと避
難所や集合場所の確認を呼び掛けて
いる。引き続き家族間での防災に関
する呼び掛けを推進してまいりたい。

た。どのような法律で特徴があるの
か、市の基本認識を伺う。
　市長　この法律は、困難な問題を
抱える女性が安心し、自立して暮ら
せる社会の実現に寄与すると考える。
現時点では、国の具体的な基本方針
が示されていないため、今後の動向
に注視し、情報収集に努める。

市街地再開発事業について

▲福生市西口地区市街地再開発事業完成イメージ図

　質問　権利変換という仕組みで進
められるが、本市が事業地内に所有
する資産の権利の扱いについて伺う。
　市長　従前の土地、建物の権利を、
整備後の建築物の一部や土地の権利
に置き換えることを権利変換という。
市民の財産である本市の所有する物
件については、公正に取り扱われる

よう準備組合及び設立後の再開発組
合と協議を進める。
　質問　この再開発事業全体に係る
本市の負担について伺う。
　市長　イニシャルコストでは公共
公益施設の取得額や整備する道路、
公園等の整備費、公共施設管理者負
担金が、ランニングコストでは公共

公益施設の指定管理委託料のほか土
地の借り上げ料もかかってくる。双
方のコストについては準備組合や再
開発組合及び関係者との協議の中で
決めていくが、コストが適正となる
よう、精査、協議に努め、補助金や
地方債、基金等を活用し、市の財政
的な負担抑制に努めていく。

正和会
石川 義郎 議員

正和会
串田 金八 議員

正和会
小林 貢 議員

公明党
原田 剛 議員

正和会
佐藤 弘治 議員

日本共産党
市毛 雅大 議員
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　多摩ケーブルネットワークによる本会議の生中継を放映します。放映チャ
ンネルは、広報ふっさ及び多摩ケーブルチャンネルガイドでお知らせします
ので、ぜひご覧ください。

ケーブルテレビによる議会中継ケーブルテレビによる議会中継

物価高騰に苦しむ生活保護世帯に夏季加算に代わる支援を行うことについて

福生市におけるＤＸとデジタル田園都市国家構想の推進について

切れ目のない障害児サービスの充実について

市内の道路における危険箇所について

▲画面情報を点字で示す「点字ディスプレイ」

▲道路通報システムチラシ

　質問　記録的な猛暑が続き、生活
保護世帯に限らず、多くの生活困窮
者が電気料金を気にしてエアコンが
使えず、熱中症も増加していると聞
く。生活保護費が引き下げられ、諸
物価が高騰し、電気代なども上がっ
ている。本市として国に対し、夏季
加算の支給を強く要望してほしいが、

　質問　インターネットやパソコン
などが使える人と使えない人との利
益格差、デジタルデバイドについて、
急激なデジタル化に追いつけない高
齢者や障害者の支援体制の構築が重
要と考えるが、市の所見を伺う。
　市長　市では高齢者向けのスマー
トフォン教室を継続的に実施。高齢

　質問　中学校卒業から高等学校や
特別支援学校への進学や就労など、
義務教育終了後の支援が重要と考え
る。本市の現状と課題について伺う。
　市長　義務教育終了段階において
障害がある生徒の進学や就労につい
ては、まずは各学校の教職員が生徒
自身や保護者の希望等を踏まえなが

　質問　市民からの相談等をどのよ
うに把握し、対応しているか。また、
計画的な点検は実施しているか伺う。
　市長　毎月実施している道路パト
ロールや、教育委員会と連携して毎
年度行っている通学路点検、道路通
報システムや市民からの情報提供に
より状況把握に努め、必要に応じた

どのように考えているか伺う。また、
夏の緊急対策として、本市として補
助金などの支給があるかを伺う。
　市長　現在、生活保護世帯に対し
ては夏季加算が支給されていない。
このため、東京都市長会から東京都
福祉保健局に対し、夏季加算の支給
を国に働きかけること、都において

者へスマートフォンの操作や基礎知
識を教えるボランティア、デジタル
サポーターの育成講座も実施してい
る。また、障害者の方には、デジタ
ル技術を活用し、コミュニケーショ
ンの充実を図るための支援を行って
いる。引き続き、デジタルデバイド
対策を推進してまいりたい。

ら、その生徒に最適な進路が選択で
きるよう、専門相談員による心理相
談の支援を行っている。就労継続支
援事業や就労移行支援事業の利用や
療育が必要な方に対しては、居宅介
護サービスにつなげている。さらに、
必要に応じて障害者生活自立支援セ
ンターすてっぷを紹介するなど、庁

道路の安全対策を実施するなど迅速
な対応に努めている。定期的な点検
は、道路パトロール等のほか、路面
や道路の付属物等、国の基準に基づ
く道路ストック点検を実施している。
富士見通り地区のまちづくりについ
て
　質問　都市計画道路３・４・７号

も独自の対応を検討し、その措置を
講じることを令和５年度東京都予算
編成への要望として提出している。
また、本市独自の夏季加算に代わる
支援については、生活保護事務が生
活保護法及び厚生労働省により示さ
れる実施要領に基づき実施する必要
があるため、予定していない。

　質問　仮想空間でのイベント開催
等、自治体メタバースが注目されて
いる。その取り組みは地域再生の活
力剤になると期待するが所見を伺う。
　市長　メタバースは発展途上の概
念で課題も多い。今後、本市の課題
解決の手段の一つとして、適した施
策での活用に向け研究したい。

内各課や関係機関で連携を図り、切
れ目のない支援に努めている。特別
な支援が必要な子供たちについては、
義務教育終了後の生活環境が大きく
変化することから、教育や障害福祉
などの関係部署が連携し、その方の
人生に沿った支援を継続していくこ
とが課題と考えている。

富士見通り線拡幅事業の用地取得の
進捗状況と計画変更について伺う。
　市長　用地は令和３年度中に約83
％を確保している。また、沿道の無
電柱化を含め、道路設計の見直しを
進めており、今後は、事業期間の延
伸に向けて認可者である東京都と協
議に入る予定である。

立憲民主党
市川 佳樹 議員

正和会
幡垣 正生 議員

公明党
五十嵐 みさ 議員

日本共産党
池田 公三 議員

次回定例会【令和4年第4回】のお知らせ（予定）
日 月 火 水 木 金 土

11/27 28 29 30 12/1 2 3

本会議
午前10時開会

4 5 6 7 8 9 10

常任委員会
午前10時開会

11 12 13 14 15 16 17

議会運営

委員会
午前10時開会

本会議
午前10時開会

会期：令和４年11月29日～ 12月16日
※会期中に特別委員会が開催される予定です。
※日程は変更になることがあります。

一般質問 一般質問 一般質問 一般質問

twitter Facebook

「声の市議会だより」をお届けしています「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」により、市議会だよりの音訳をデイジー方
式のＣＤにして、視覚障害者(１・２級)の方にお届けしています。
　ご家族やお知り合いで、ご希望の方がいらっしゃいましたら、ご連絡ください。

　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用具として給付
を受けられます。

議会事務局　☎042-551-1523

ご利用ください
市議会インターネット中継

　パソコンのほか、スマートフォン、　パソコンのほか、スマートフォン、
タブレット端末でも視聴いただけタブレット端末でも視聴いただけ
ます。ます。
　議員の一般質問や市長の答弁　議員の一般質問や市長の答弁
の様子が見られ、より身近に議会の様子が見られ、より身近に議会
を感じていただけます。ぜひご利を感じていただけます。ぜひご利
用ください。用ください。

◆配信内容◆配信内容
　 本会議のライブ 　 本会議のライブ 

映像と録画映像映像と録画映像
◆利用方法◆利用方法
　 福生市公式 　 福生市公式 

ホームページ  ホームページ  
「福生市議会」よりアクセス「福生市議会」よりアクセス

福生市議会�
イ ン タ ー
ネット中継
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令
和
３
年
度
決
算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
務
諸
表
な
ど
を
活
用
し
た
一
般

会
計
決
算
を
３
日
間
集
中
審
査

　
一
般
会
計
決
算
は
、
15
名
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
決
算
は
市
民
厚
生
委
員
会
、
企
業
会
計
方
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と
な
っ
た
下
水
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事
業
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計
決
算
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設
環
境
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審

査
し
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そ
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ぞ
れ
原
案
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お
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認
定
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ま
し
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の
効
率
化
の
効
果
が
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
紙
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の

削
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は
、
決
裁
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書
に
添

付
さ
れ
る
平
均
的
な
枚
数
か

ら
、
１
万
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千
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程
度
削
減

で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

年
間
を
通
じ
て
の
取
り

組
み
を
確
認
し
た
い
。

　

市
役
所
の
窓
口
で
は
年

間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
、

令
和
３
年
度
は
２
３
４
４
件

だ
っ
た
。
12
月
に
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
市
内
の
日
本
語
学
校

に
出
向
き
、
合
計
18
件
の
出

張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。

年
間
の
申
請
数
の
約
37
％
が

申
請
サ
ポ
ー
ト
を
利
用
し
た
。

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
２
台

導
入
し
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
内

部
カ
メ
ラ
で
す
ぐ
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
待
ち
時
間
の
短

縮
と
紙
資
源
の
削
減
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
課
題
認
識
等
も
踏
ま
え

て
、
事
業
の
総
括
を
伺
う
。

　
本
事
業
は
ポ
イ
ン
ト
還

元
額
の
想
定
が
大
変
困
難
で
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容
の
設
定

と
予
算
の
積
算
に
苦
慮
し
て

い
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
額

か
ら
見
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市
内
で
１
か
月
間

に
約
９
８
７
０
万
円
の
経
済

　

特
徴
点
と
ど
の
よ
う
な

状
況
で
あ
っ
た
か
説
明
願
う
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
前

年
度
比
６
．
９
％
減
、
歳
出

は
前
年
度
比
９
．
８
％
減
で
、

感
染
症
対
策
に
係
る
歳
入
歳

出
の
増
も
あ
っ
た
が
、
特
別

定
額
給
付
金
の
皆
減
等
の
影

響
で
大
幅
減
と
な
っ
た
。
財

務
諸
表
か
ら
見
る
と
、
貸
借

対
照
表
で
は
負
債
の
減
少
は

進
ん
で
い
る
が
、
資
産
の
増

加
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
る

た
め
、
国
庫
補
助
金
な
ど
特

定
財
源
を
可
能
な
限
り
活
用

し
た
財
政
運
営
や
施
設
の
老

朽
化
対
策
に
、
よ
り
一
層
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
新
し
い
翻
訳
機
能
を
試

行
導
入
し
た
効
果
や
市
民
の

反
応
に
つ
い
て
伺
う
。

効
果
が
あ
り
、
市
内
事
業
者

支
援
の
効
果
が
あ
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
金
の
実
施
状
況
等
を
伺
う
。

　
総
合
支
援
資
金
の
再
貸

付
を
終
了
し
た
世
帯
等
に
支

給
し
、
求
職
活
動
等
を
支
援

し
た
。
自
立
支
援
金
は
単
身

世
帯
月
６
万
円
、
２
人
世
帯

月
８
万
円
、
３
人
以
上
世
帯

は
月
10
万
円
を
３
か
月
間
支

給
し
、
再
支
給
要
件
に
該
当

の
世
帯
は
最
長
６
か
月
支
給
。

求
職
活
動
で
は
早
期
就
労
へ

支
援
を
行
い
就
労
者
数
14
人
。

支
援
金
の
支
給
実
績
は
新
規

73
世
帯
、
再
支
給
37
世
帯
で

延
べ
支
給
月
数
は
２
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０
か

月
、
支
給
額
２
２
５
０
万
円
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
績
と
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ど
う
分

析
、
活
用
し
た
か
伺
う
。

　

令
和
３
年
度
に
１
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
子
ど
も
の

い
る
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

送
付
し
、
回
答
し
た
世
帯
へ

ギ
フ
ト
券
を
送
る
事
業
で
、

対
象
者
は
３
４
１
件
。
回
答

は
係
内
で
共
有
し
子
育
て
期

の
精
神
的
な
支
援
や
乳
幼
児

健
康
診
査
等
で
役
立
て
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
子
育
て
の

悩
み
を
共
有
す
る
機
会
の
減

少
や
孤
立
し
悩
み
を
抱
え
る

保
護
者
の
増
加
が
読
み
取
れ
、

支
援
が
必
要
な
世
帯
の
早
期

発
見
と
支
援
の
充
実
を
図
る
。

　
提
供
会
員
数
の
増
加
の

た
め
の
取
り
組
み
は
。

　

会
員
を
増
や
す
た
め
の

取
り
組
み
と
し
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、
市
の
広

報
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
広

報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

案
内
を
定
期
的
に
行
っ
た
ほ

か
、
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
市
内
の
公
共
施
設
等

へ
配
布
し
、
母
子
保
健
手
帳

交
付
時
や
乳
幼
児
健
診
時
に

保
護
者
へ
チ
ラ
シ
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
の
合
間
を
縫
っ
て

提
供
会
員
講
習
会
を
開
催
し
、

新
た
に
８
名
が
会
員
登
録
し

て
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
所
有
者
、
市
、
事
業
者

等
の
共
同
で
利
活
用
を
進
め

る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
物
件

も
あ
る
と
思
う
が
、
そ
う
し

た
方
向
で
の
検
討
を
し
て
い

る
か
伺
う
。

　
基
本
的
に
は
個
人
の
所

有
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
活

用
等
に
つ
い
て
は
所
有
者
の

責
任
で
行
う
と
い
う
こ
と
で

考
え
て
い
る
。
市
で
は
、
空

き
家
管
理
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
、
相
談
窓
口
の
紹

介
を
行
い
な
が
ら
利
活
用
等

を
促
し
て
い
る
が
、
今
後
は

様
々
な
事
例
等
を
含
め
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

令
和
３
年
度
の
委
託

事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

　

令
和
３
年
度
は
、
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
幼
保
小
の
円

滑
な
接
続
連
携
研
究
事
業
、

国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

契
機
と
し
た
体
力
向
上
事
業
、

研
究
指
定
校
と
し
て
授
業
改

善
推
進
拠
点
校
事
業
、
人
権

尊
重
教
育
推
進
校
事
業
を
受

け
て
お
り
、
決
算
総
額
は
４

５
０
万
５
６
１
円
。
コ
ロ
ナ

禍
で
も
、
都
教
育
委
員
会
の

研
究
指
定
を
積
極
的
に
活
用

す
る
こ
と
で
各
学
校
に
お
け

る
教
育
課
題
の
解
決
に
迫
り
、

児
童
・
生
徒
の
学
び
の
充
実

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
人
数
や
具
体
的
な
取
り

組
み
、
成
果
等
を
伺
う
。

　
中
学
校
３
年
生
の
受
験

に
特
化
し
た
学
習
支
援
事
業

で
あ
る
。
令
和
３
年
度
は
25

名
が
参
加
し
、
参
加
者
み
ん

な
が
自
分
た
ち
の
目
標
と
す

る
学
校
等
に
進
学
し
て
い
る
。

内
容
は
、
週
２
回
の
講
習
の

ほ
か
、
夏
期
講
習
、
冬
期
講

習
を
組
み
、
全
５
科
目
学
習

を
行
っ
た
。
進
学
先
は
、
近

隣
の
都
立
高
校
に
多
く
進
学

し
て
お
り
、
非
常
に
成
果
が

出
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　

英
語
訳
の
ペ
ー
ジ
の
閲

覧
数
と
ほ
ぼ
同
数
の
閲
覧
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
国
人

の
方
な
ど
に
広
く
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
必
要
な
情
報
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
た
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
な
お
本

機
能
に
つ
い
て
、
市
内
の
日

本
語
学
校
に
協
力
を
依
頼
し

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
今
後
も
日
本
語
翻
訳

機
能
を
活
用
し
た
い
と
の
回

答
を
複
数
い
た
だ
い
た
。

　
シ
ス
テ
ム
導
入
の
内
容

と
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
４
年
２
月
の
導
入

後
の
状
況
だ
が
、
２
か
月
間

で
起
案
及
び
収
受
し
た
文
書

の
う
ち
７
割
程
度
が
電
子
決

裁
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
処
理
を

行
っ
て
い
る
。
処
理
状
況
が

シ
ス
テ
ム
で
確
認
で
き
る
た

め
、
決
裁
状
況
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
減
少
し
て
お
り
、

特
に
出
先
機
関
等
で
は
事
務

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
に
つ
い
て

フ
ァ
ー
ス
ト
バ
ー
ス
デ
ー

応
援
品
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト 

・
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

空
き
家
住
宅
対
策に

つ
い
て

ス
タ
デ
ィ
・
ア
シ
ス
ト

事
業
に
つ
い
て

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

や
さ
し
い
日
本
語
翻
訳

機
能
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
決
算
の

特
徴
点
に
つ
い
て

電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

に
つ
い
て

学
校
教
育
に
お
け
る

指
導
関
係
事
業
に
つ
い
て

▲令和３年度一般会計決算を起立多数で認定

令和 3 年度　一般会計決算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

令和 3年度 令和 2年度歳　入 歳　出

市債
分担金及び負担金
地方譲与税
株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金
地方特例交付金
配当割交付金
環境性能割交付金
財産収入
利子割交付金
寄附金
交通安全対策特別交付金
自動車取得税交付金

国有提供施設等
所在市町村助成
交付金等

農林水産業費
災害復旧費

歳入合計　298 億 296 万 6,403 円 歳出合計　282 億 9,377 万 4,665 円

国庫支出金

市　　　税

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

地方消費税交付金

繰　入　金

繰　越　金

諸　収　入

使用料及び手数料

そ　の　他

民　生　費

衛　生　費

教　育　費

総　務　費

土　木　費

諸 支 出 金

消　防　費

公　債　費

商　工　費

議　会　費

そ　の　他

85億6,058万2,751円（28.7％）

79億9,274万8,092円（26.8％）

38億6,701万2,407円（13.0％）

31億359万7,000円（10.4％）

17億1,459万3,000円（5.8％）

6億5,513万391円（2.2％）

13億2,110万9,000円（4.4％）

9億9,744万5,693円（3.4％）

3億7,104万7,609円（1.2％）

8億3,178万7,138円（2.8％）

3億8,791万3,322円（1.3％）

134億334万8,274円（47.4％）

35億5,782万3,537円（12.6％）

32億4,351万313円（11.5％）

20億5,346万8,190円（7.2％）

16億1,149万7,970円（5.7％）

9億9,452万2,634円（3.5％）

20億7,370万8,199円（7.3％）

2億6,095万2,659円（0.9％）

2億9,169万1,448円（1.0％）
7億5,248万7,355円（2.7％）

5,076万4,086円（0.2％）

〜〜

令和３年度　会計別決算額
会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 残額（翌年度繰越額）
一 般 会 計 29,802,966,403 28,293,774,665 1,509,191,738
特
別
会
計

国民健康保険特別会計 6,712,773,910 6,326,913,210 385,860,700
介護保険特別会計 4,845,317,885 4,615,208,399 230,109,486
後期高齢者医療特別会計 1,304,772,925 1,276,644,247 28,128,678

総 合 計 42,665,831,123 40,512,540,521 2,153,290,602

下水道事業会計
収入決算額 支出決算額

収 益 的 収 支 1,699,041,672 1,337,852,434
資 本 的 収 支 529,955,938 1,107,650,462

（単位：円）

（単位：円）
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１
・
４
％
の
増
。
歳
入
歳
出

差
引
残
額
は
３
億
８
５
８
６

万
７
０
０
円
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

額
に
補
正
１
回
を
加
え
49
億

６
６
０
０
万
５
千
円
。
歳
入

決
算
は
48
億
４
５
３
１
万
７

８
８
５
円
、
前
年
度
比
５
・

０
％
の
増
。
歳
出
決
算
は
46

億
１
５
２
０
万
８
３
９
９
円
、

前
年
度
比
５
・
４
％
増
。
歳

入
歳
出
差
引
残
額
は
２
億
３

０
１
０
万
９
４
８
６
円
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

額
に
補
正
１
回
を
加
え
13
億

６
７
９
万
５
千
円
。
歳
入
決

算
は
13
億
４
７
７
万
２
９
２

５
円
、
前
年
度
比
２
・
３
％

の
減
。
歳
出
決
算
額
は
12
億

７
６
６
４
万
４
２
４
７
円
、

前
年
度
比
２
・
３
％
の
減
。

歳
入
歳
出
差
引
残
額
は
２
８

１
２
万
８
６
７
８
円
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の

収
入
決
算
は
16
億
９
９
０
４

万
２
千
円
で
前
年
度
比
４
・

６
％
増
、
支
出
決
算
は
13
億

３
７
８
５
万
２
千
円
で
前
年

度
比
１
・
１
％
減
。
資
本
的

収
入
及
び
支
出
の
収
入
決
算

は
５
億
２
９
９
５
万
６
千
円

で
前
年
度
比
45
・
２
％
増
。

支
出
決
算
は
11
億
７
６
５
万

円
で
前
年
度
比
27
・
９
％
増
。

●
せ
せ
ら
ぎ
遊
歩
道
公
園
法

　
面
対
策
工
事
請
負
契
約

　
同
工
事
の
発
注
に
あ
た
り
、

予
定
価
格
が
１
億
５
千
万
円

以
上
と
な
る
こ
と
か
ら
、
条

例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同

意
を
得
る
も
の
。

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
図
書
館
の
機
器
の
取
得
に

あ
た
り
、
予
定
価
格
が
２
千

万
円
以
上
と
な
る
こ
と
か
ら
、

条
例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

同
意
を
得
る
も
の
。

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　
既
に
生
活
道
路
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
道
路
の
地
権

者
か
ら
寄
附
の
申
出
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
市
道

第
３
３
９
号
線
と
し
て
認
定

す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　

国
の「
物
価
・
賃
金
・
生

活
総
合
対
策
本
部
」に
お
い

て
決
定
さ
れ
た
電
力・ガ
ス・

食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
や
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
に
対
応
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
各
小
・
中
学
校
に
週

１
日
以
上
巡
回
す
る
活
用
事

業
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
２

６
５
７
万
９
千
円
を
追
加
、

総
額
２
９
５
億
７
８
１
１
万

８
千
円
と
す
る
も
の
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
関
す
る
意
見
聴
取

に
つ
い
て

　
平
野
裕
子
氏
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
引
き
続
き
委
員
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
異
議

な
い
旨
を
答
申
す
る
も
の
。

　
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
１
号)

　
令
和
３
年
度
の
決
算
に
伴

い
、
繰
越
金
、
災
害
臨
時
特

例
補
助
金
等
の
精
算
等
の
実

施
に
あ
た
り
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
３
億
８
５
８
５
万
円

を
追
加
、
総
額
70
億
１
２
３

２
万
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
１
号)

　
令
和
３
年
度
の
介
護
給
付

費
等
の
確
定
に
伴
い
、
介
護

保
険
料
、
国
庫
支
出
金
等
の

精
算
及
び
認
定
審
査
会
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
準
備
の
た
め
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３

９
９
５
万
円
を
追
加
、
総
額

51
億
３
７
５
５
万
円
と
す
る

も
の
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
12
回
を
加
え
３
０
２

億
９
６
２
６
万
５
千
円
。
歳

入
決
算
は
２
９
８
億
２
９
６

万
６
４
０
３
円
、
前
年
度
比

６
・
９
％
の
減
。
歳
出
決
算

は
２
８
２
億
９
３
７
７
万
４

６
６
５
円
、
前
年
度
比
９
・

８
％
減
。
歳
入
歳
出
差
引
残

額
は
15
億
９
１
９
万
１
７
３

８
円
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
１
回
を
加
え
68
億
９

７
２
１
万
８
千
円
。
歳
入
決

算
は
67
億
１
２
７
７
万
３
９

１
０
円
、
前
年
度
比
２
・
１

％
の
増
。
歳
出
決
算
は
63
億

２
６
９
１
万
３
２
１
０
円
、

●
福
生
市
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

　
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
高
校
生
等
に
係
る
医
療
費

助
成
に
関
す
る
事
務
と
、
私

立
幼
稚
園
等
の
保
育
料
に
係

る
補
助
金
交
付
に
関
す
る
事

務
及
び
認
証
保
育
所
の
保
育

料
軽
減
に
関
す
る
事
務
に
あ

た
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ

る
情
報
連
携
を
行
う
た
め
の

規
定
の
追
加
と
整
備
の
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
及
び
福
生
市
職
員
の

　
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
育
児
休
暇
の
対

象
期
間
拡
大
と
取
得
回
数
制

限
の
緩
和
等
に
関
す
る
規
定

を
整
備
す
る
も
の
。

●
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
年
末
年
始
に
お
け
る
休
日

診
療
の
診
療
医
の
報
酬
額
を

定
め
る
た
め
、
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。

●
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
所
得
割
の
課
税
標
準

に
関
す
る
規
定
等
関
係
す
る

規
定
を
整
備
す
る
た
め
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
高
校
生
等
の
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

　
高
校
生
等
の
養
育
者
に
対

し
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成

す
る
こ
と
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
、
条
例

を
新
た
に
制
定
す
る
も
の
。

●
福
生
市
プ
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
福
生
駅
西
口
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
に
伴
い
、
福
生

市
プ
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
令
和

５
年
12
月
に
供
用
停
止
す
る

調
整
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
５
号)

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊

急
対
策
の
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
の
対

象
者
増
に
対
応
す
る
た
め
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
５
１

２
万
円
を
追
加
、
総
額
２
６

９
億
70
万
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
６
号)

　
普
通
交
付
税
及
び
前
年
度

繰
越
金
な
ど
の
増
額
、
保
育

士
等
の
処
遇
改
善
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
業
等
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

16
億
５
０
８
３
万
円
を
追
加
、

総
額
２
８
５
億
５
１
５
３
万

円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
国
民

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 ネット 立憲民主党 議決結果

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会

市　長　提　出　議　案
議案第32号 福生市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第33号 福生市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例及び福生市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第34号 福生市非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第35号 福生市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例 ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第36号 福生市高校生等の医療費の助成に関する条例 ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第37号 福生市プチギャラリー条例を廃止する条例 ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第38号 令和４年度福生市一般会計補正予算（第５号） ○○ ○○ 　○○※ ○○ ○○ 可決
議案第39号 令和４年度福生市一般会計補正予算（第６号） ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第40号 令和４年度福生市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第41号 令和４年度福生市介護保険特別会計補正予算（第１号） ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第42号 令和３年度福生市一般会計決算認定について ○○ 　○○※ × ○○ ○○ 認定
議案第43号 令和３年度福生市国民健康保険特別会計決算認定について ○○ 　○○※ × ○○ ○○ 認定
議案第44号 令和３年度福生市介護保険特別会計決算認定について ○○ 　○○※ × ○○ ○○ 認定
議案第45号 令和３年度福生市後期高齢者医療特別会計決算認定について ○○ 　○○※ × ○○ ○○ 認定
議案第46号 令和３年度福生市下水道事業会計決算認定について ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 認定
議案第47号 せせらぎ遊歩道公園法面対策工事請負契約 ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第48号 財産の取得について ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第49号 市道路線の認定について ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第50号 令和４年度福生市一般会計補正予算（第７号） ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 可決
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦に関する意見聴取について ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 異議ない

旨を答申

委　員　会　提　出　議　案
委員会提出議案第３号 選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書 ○○ 　○○※ ○○ ○○ ○○ 可決

議案の審議結果 （〇賛成　×反対） ※1名欠席� ネット：生活者ネットワーク録画映像をご覧いただけます

可
決
等
さ
れ
た
案
件

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

（
要
旨
）
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面
対
策
工
事
請
負
契
約

　
同
工
事
の
発
注
に
あ
た
り
、

予
定
価
格
が
１
億
５
千
万
円

以
上
と
な
る
こ
と
か
ら
、
条

例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同

意
を
得
る
も
の
。

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
図
書
館
の
機
器
の
取
得
に

あ
た
り
、
予
定
価
格
が
２
千

万
円
以
上
と
な
る
こ
と
か
ら
、

条
例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

同
意
を
得
る
も
の
。

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　
既
に
生
活
道
路
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
道
路
の
地
権

者
か
ら
寄
附
の
申
出
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
市
道

第
３
３
９
号
線
と
し
て
認
定

す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　

国
の「
物
価
・
賃
金
・
生

活
総
合
対
策
本
部
」に
お
い

て
決
定
さ
れ
た
電
力・ガ
ス・

食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
や
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
に
対
応
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
各
小
・
中
学
校
に
週

１
日
以
上
巡
回
す
る
活
用
事

業
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
２

６
５
７
万
９
千
円
を
追
加
、

総
額
２
９
５
億
７
８
１
１
万

８
千
円
と
す
る
も
の
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
関
す
る
意
見
聴
取

に
つ
い
て

　
平
野
裕
子
氏
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
引
き
続
き
委
員
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
異
議

な
い
旨
を
答
申
す
る
も
の
。

建
築
基
準
法
の
第
42
条
２
項

道
路
と
い
う
扱
い
で
あ
る
。

　
９
月
14
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
７
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
陳
情
１
件
は
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

●
福
生
市
高
校
生
等
の
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

　
福
生
市
が
独
自
に
所
得

制
限
を
撤
廃
し
た
理
由
を
伺

う
。

　

小
・
中
学
生
を
対
象
と

す
る
マ
ル
子
の
制
度
に
お
け

る
所
得
制
限
の
撤
廃
は
、
福

生
市
の
子
育
て
施
策
の
中
で

も
特
徴
的
な
施
策
で
あ
る
。

　
９
月
13
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
陳
情
２
件
は
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）(

建

設
環
境
委
員
会
所
管
分)

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
つ
い

て
、
３
つ
の
決
済
ア
プ
リ
と

し
た
理
由
を
伺
う
。

　

幅
広
い
利
用
者
に
対
し

消
費
喚
起
を
促
す
と
と
も
に
、

市
内
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
推
進
し
た
い
旨
の
市
商
工

会
の
意
向
を
承
認
し
た
た
め
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て　

福
生
市
下
水
道
総
合
計

画
に
つ
い
て
、
事
業
内
容
の

詳
細
を
伺
う
。

　
本
市
の
下
水
道
の
将
来

像
と
実
現
に
向
け
、
今
後
30

年
間
に
取
り
組
む
施
策
を
示

し
た
も
の
で
、
基
本
方
針
を

基
に
今
後
必
要
な
対
策
を
見

据
え
、
計
画
を
改
定
し
た
。

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て　

何
ら
か
の
認
定
を
受
け

て
い
た
道
路
か
を
伺
う
。

　

本
路
線
に
つ
い
て
は
、

位
置
指
定
道
路
で
は
な
い
が
、

こ
れ
に
な
ら
い
、
所
得
制
限

を
撤
廃
し
た
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

　

地
域
外
来
・
検
査
セ
ン

タ
ー
運
営
体
制
確
保
支
援
補

助
金
が
こ
の
時
期
の
補
正
予

算
で
上
程
さ
れ
た
理
由
は
。

　
医
師
会
に
補
助
す
る
業

務
災
害
補
償
保
険
の
契
約
が

10
月
下
旬
で
満
了
の
た
め
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　
予
備
費
に
１
億
円
が
積

み
立
て
ら
れ
た
理
由
は
。

　
高
額
な
医
療
費
の
支
払

い
な
ど
、
急
激
な
医
療
費
の

伸
び
に
対
応
で
き
る
よ
う
増

額
し
た
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
介
護
認
定
審
査
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
化
す
る
目
的
は
。

　

高
齢
者
人
口
の
増
加
に

伴
い
、
審
査
会
で
の
判
定
業

務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

　
傷
病
手
当
金
の
支
給
件

数
や
周
知
方
法
は
。

　

申
請
に
基
づ
き
支
給
を

行
い
、
令
和
３
年
度
の
支
給

件
数
は
18
件
で
あ
っ
た
。
周

知
方
法
に
つ
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
だ
よ
り
に
掲
載
し
、

全
戸
配
布
を
行
っ
た
。　

●
令
和
３
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

　
令
和
３
年
度
の
介
護
保

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

陳
　
情

陳
　
情

結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
採
択

○
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に

提
出
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
陳
情
書
（
４
‐
15
号
）

◆
不
採
択

○
中
国
共
産
党
に
よ
る
臓
器
収
奪
の
即
時
停
止
及
び
人
権
状
況

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
書（
４
‐
９
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
新
疆
ウ
イ
グ
ル
等
の
人
権
状
況
に
対
す
る
懸
念
は
あ
る
が
、
事

実
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
さ
せ
る
基
礎
が
市
議
会
に
は
な
い
こ
と

か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
福
生
市
特
別
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を

求
め
る
陳
情
書
（
４
‐
10
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
法
が
適
用
す
る
範
囲
を
超
え
て
、
新
た
に
特
別
職
の
職
員
に
対

し
条
例
を
制
定
し
、
服
務
の
宣
誓
を
義
務
づ
け
る
必
要
は
な
い
こ

と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
自
治
体
憲
法
と
し
て
の
「
福
生
市
憲
法
条
例
」
の
制
定
を
求
め

る
陳
情
書
（
４
‐
11
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
現
時
点
に
お
い
て
市
に
憲
法
条
例
は
な
じ
ま
ず
、
制
定
に
つ
い

て
は
必
要
性
が
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
全
面
解
決
へ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
製

造
企
業
の
基
金
拠
出
等
、「
特
定
石
綿
被
害
建
設
業
務
労
働
者
等

に
対
す
る
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
を
求
め
る

国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
（
４
‐
12
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
現
在
既
に
、
国
の
給
付
者
給
付
金
と
は
別
に
病
態
と
ば
く
露
期

間
に
応
じ
て
賠
償
を
求
め
て
い
く
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
地

方
議
会
が
こ
の
裁
判
に
意
見
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
く
、
ま
た

建
材
メ
ー
カ
ー
が
国
の
給
付
金
の
仕
組
み
に
加
わ
る
か
、
ま
た
、

国
の
法
改
正
で
迅
速
な
給
付
対
応
が
可
能
か
も
不
明
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
原
油
・
原
材
料
高
騰
の
打
撃

か
ら
経
営
難
に
直
面
す
る
市
内
の
事
業
者
へ
の
支
援
を
求
め
る
陳

情
書
（
４
‐
13
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
原
油
・
原
材
料
や
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
中
小
事
業
者
へ

の
支
援
は
重
要
と
考
え
る
が
、
地
方
行
政
は
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
行
政
運
営
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
既
に
福
生
市
で

は
、
事
業
者
及
び
市
民
向
け
支
援
と
し
て
、
国
か
ら
の
交
付
金
を

活
用
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
正
規
職
員
採
用
に
関
す
る
陳
情
書
（
４
‐
14
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

安
定
的
に
市
政
運
営
を
行
う
た
め
、
計
画
的
に
職
員
採
用
を

行
っ
て
き
て
お
り
、
就
職
氷
河
期
世
代
に
つ
い
て
の
採
用
も
行
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

反
対

　

行
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
市
の
財
政
力

を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
。

福
生
駅
西
口
の
複
合
公
共
施
設
と
引
き
換

え
に
、
今
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
公
共
施
設
を
20
％
も
削
減
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
。
市
の
重
要
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
、
特
に
、
子
ど
も
と
そ
の
親
世
代

の
減
少
に
対
し
て
新
た
な
効
果
的
な
施
策

が
な
か
っ
た
こ
と
。
地
域
公
共
交
通
の
整

備
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
市
政
世
論
調

査
の
横
田
基
地
の
賛
否
に
対
す
る
設
問
が

恣
意
的
で
あ
り
、
市
民
の
横
田
基
地
に
対

す
る
賛
否
が
正
し
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

賛
成

　

令
和
３
年
度
は
、
市
税
等
の
大
幅
な

減
収
が
見
込
ま
れ
る
厳
し
い
予
算
編
成

と
な
っ
た
が
、
12
回
の
補
正
予
算
を
加
え
、

市
民
や
市
内
事
業
者
等
に
対
す
る
感
染
症

対
策
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
決
算
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
感
染
症
対
策
で
は
、
自
宅
療
養
者
等
生

活
支
援
事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元

事
業
等
の
実
施
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
高

齢
者
・
障
害
者
等
へ
の
支
援
、
子
育
て
支

援
、
都
市
施
設
整
備
、
教
育
環
境
整
備
な

ど
、
福
生
市
総
合
計
画
第
５
期
の
大
綱
実

現
に
向
け
た
決
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

決
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成

　

令
和
３
年
度
は
、
前
年
度
同
様
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
予
算
執
行
と
な
り
、
補
正
予
算

を
第
12
号
ま
で
計
上
し
た
結
果
、
歳
出
決

算
額
は
大
幅
に
拡
大
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
中
止
と
な
っ

た
事
業
等
を
除
い
て
、
予
定
し
て
い
た
事

業
は
概
ね
執
行
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

行
財
政
改
革
で
は
、
公
共
施
設
の
計
画
的

な
保
全
等
を
推
進
す
る
た
め
の
施
設
保
全

改
修
計
画
の
策
定
、
地
方
公
会
計
制
度
に

基
づ
く
コ
ス
ト
情
報
を
活
用
し
た
新
た
な

行
政
評
価
の
試
行
実
施
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
期
間
短
縮
な
ど
高
く
評
価
す
る
こ

と
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成

　
行
政
評
価
及
び
組
織
改
正
等
の
見
直
し

を
行
い
、
効
率
の
良
い
行
政
運
営
へ
と
改

革
さ
れ
、
施
設
保
全
・
改
修
計
画
を
策
定

し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
ま
た
、
多
様
な

市
民
の
生
活
に
対
応
で
き
る
子
育
て
支
援

の
体
制
を
整
え
、
対
応
さ
れ
た
こ
と
を
高

く
評
価
す
る
。

　

教
育
行
政
で
は
、
個
別
最
適
化
す
る

学
び
と
集
団
の
中
で
培
う
協
働
的
な
学
び

の
た
め
、
必
要
な
整
備
を
整
え
推
進
さ
れ
、

ま
た
、
不
登
校
対
策
や
ス
タ
デ
ィ
・
ア
シ

ス
ト
事
業
等
の
実
施
を
確
認
し
、
教
育
を

受
け
る
機
会
の
確
保
と
、
成
長
に
欠
か
せ

な
い
実
体
験
の
場
と
し
て
有
効
で
あ
る
と

評
価
す
る
こ
と
か
ら
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

※�

そ
の
ほ
か
次
の
議
案
等
に
対
し
て
も
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
福
生
市
介
護
保
険
特
別
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
福
生
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
全
面
解
決
へ
、

ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
製
造
企
業
の
基
金
拠
出

等
、「
特
定
石
綿
被
害
建
設
業
務
労
働
者

等
に
対
す
る
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る

法
律
」
の
改
正
を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書

提
出
を
求
め
る
陳
情
書

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
原
油・

原
材
料
高
騰
の
打
撃
か
ら
経
営
難
に
直
面

す
る
市
内
の
事
業
者
へ
の
支
援
を
求
め
る

陳
情
書

●
正
規
職
員
採
用
に
関
す
る
陳
情
書

●
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
陳
情
書

●
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
を
求

め
る
意
見
書

討
　
論

討
　
論

▲�認定された市道第339号線
▲�高校生等の医療費助成担当
「子ども育成課」窓口
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編

集

後

記

９
月
定
例
会
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

講
じ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
と
し

て
通
常
よ
り
一
日
短
い
３
日

間
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
審
査
に
関
す
る
資
料

は
多
く
、
議
員
各
自
に
貸
与

さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

加
え
、
補
助
的
に
も
う
１
台

持
ち
込
む
こ
と
に
よ
る
審
査

が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

振
り
返
り
を
し
っ
か
り
行
い
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た

更
な
る
効
率
的
な
議
会
運
営

を
目
指
し
ま
す
。

本
会
議
最
終
日
、
物
価
高

騰
対
策
及
び
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

に
対
応
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
等
、
歳
入

歳
出
10
億
２
６
０
０
万
円
の

補
正
予
算
第
７
号
を
慎
重
審

議
の
う
え
可
決
。
市
民
生
活

を
守
る
た
め
の
素
早
い
対
応

を
行
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
特
別
委
員
会
第
一

回
調
査
結
果
報
告
書
が
、
本

会
議
最
終
日
に
可
決
。
同
特

別
委
員
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で

の
市
民
の
社
会
活
動
を
精
査

し
、
令
和
５
年
度
に
向
け
て

計｢

18｣

の
提
言
が
ま
と
め
ら

れ
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

18
は
エ
ー
ス
ナ
ン
バ
ー
。

市
議
会
か
ら
の
直
球
に
バ
ッ

ト
が
振
ら
れ
、
大
ア
ー
チ
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

■
８
月
５
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
福
生
市
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

　
前
回
、
６
月
17
日
以
降
の

福
生
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
会
議
は
33
回

開
催
さ
れ
、
総
計
で
３
１
９

回
と
な
っ
た
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。

２　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い

て
　
８
月
１
日
時
点
で
の
接
種

率
は
、
３
回
目
接
種
に
つ
い

て
は
、
65
歳
以
上
で
90
・
64

％
、
全
体
で
は
63
・
08
％
、

　
９
月
７
日
に
５
歳
以
上
12

歳
未
満
の
方
へ
の
追
加
接
種

（
小
児
３
回
目
接
種
）
の
接

種
券
の
発
送
を
し
た
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
９
月

12
日
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
が
薬
事
承
認
さ
れ
、

接
種
可
能
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
方
針
の
概
要

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

３　
社
会
活
動
等
に
つ
い
て

　
前
回
行
わ
れ
た
提
言
に
向

け
て
の
討
論
の
結
果
を
ま
と

め
た
資
料
を
提
示
し
、
協
議

し
た
。
協
議
の
結
果
、
社
会

活
動
に
つ
い
て
の
提
言
は
、

資
料
の
と
お
り
決
定
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会

第
一
回
調
査
結
果
報
告
書
に

つ
い
て
は
、
協
議
し
た
結
果
、

原
案
の
と
お
り
報
告
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

小
児
接
種
に
つ
い
て
は
、
２

回
目
の
接
種
率
が
18
・
41
％

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

３　
社
会
活
動
等
に
つ
い
て

　
前
回
ま
で
に
調
査
し
た
所

管
事
務
別
意
見
の
結
果
を
基

に
、
項
目
別
の
意
見
に
整
理

し
、
提
言
に
向
け
て
の
討
論

を
行
っ
た
。

■
９
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
福
生
市
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

　
前
回
、
８
月
５
日
以
降
の

福
生
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
会
議
は
、
28

回
開
催
さ
れ
、
総
計
で
３
４�

７
回
に
な
っ
た
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

２　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い

て

険
料
の
軽
減
強
化
に
つ
い
て

伺
う
。

　
第
１
号
被
保
険
者
の
介

護
保
険
料
を
所
得
段
階
に
応

じ
て
14
段
階
に
分
け
、
所
得

の
低
い
第
１
、
第
２
、
第
３

段
階
の
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
つ
い
て
負
担
軽
減
強
化
を

図
っ
た
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

　
健
康
診
査
事
業
の
分
析

に
つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
３
年
度
は
例
年
ど

お
り
の
実
施
期
間
と
し
、
受

診
勧
奨
を
実
施
し
た
結
果
、

受
診
者
数
が
増
加
し
た
。

　
９
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
８
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
陳
情
４
件
は
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

●
福
生
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
及
び
福
生
市
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
育
児
休
業
取

得
時
の
補
償
に
つ
い
て
伺
う
。

　
育
児
休
業
は
無
給
だ
が
、

東
京
都
市
町
村
職
員
共
済
組

合
か
ら
育
児
休
業
手
当
金
が

給
料
月
給
の
約
６
割
支
給
さ

れ
る
。

●
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
休
日
診
療
医
の
報
酬
額

の
算
定
根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

　

他
市
と
の
均
衡
を
図
っ

た
上
、
年
末
年
始
は
、
通
常

時
の
休
日
診
療
及
び
準
夜
診

療
の
２
倍
と
設
定
し
た
。

●
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
現
在
、
所
得
税
と
市
民

税
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
課

税
方
式
で
申
告
し
て
い
る
人

数
を
伺
う
。

　

令
和
４
年
度
で
は
１
１

０
人
と
な
っ
て
い
る
。

●
福
生
市
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

施
行
ま
で
時
間
が
あ
る

が
、
そ
の
理
由
を
伺
う
。

　
改
正
後
、
個
人
番
号
連

携
の
手
続
き
に
８
か
月
程
度

必
要
で
、
今
回
情
報
連
携
を

行
う
新
規
条
例
制
定
に
合
わ

せ
た
。

●
福
生
市
プ
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
条
例
廃
止
に
伴
う
影
響

へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
こ
の
施
設
は
12
か
月
前

か
ら
予
約
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
利
用
者
が
混
乱
し
な
い

よ
う
、
早
め
の
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

　
指
定
管
理
施
設
の
光
熱

水
費
が
補
正
さ
れ
て
い
な
い

が
、
そ
の
理
由
を
伺
う
。

　
指
定
管
理
施
設
の
委
託

料
は
、
物
価
変
動
等
も
考
慮

の
上
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

現
時
点
で
補
正
予
算
は
予
定

し
て
い
な
い
。

　

都
市
施
設
整
備
基
金

積
立
金
に
つ
い
て
、
積
み
立

て
後
の
残
高
を
伺
う
。

　

令
和
４
年
度
末
見
込

額
は
、
39
億
９
１
８
５
万
１

千
円
と
な
る
予
定
。

●
せ
せ
ら
ぎ
遊
歩
道
公
園
法

面
対
策
工
事
請
負
契
約

　

低
入
札
と
な
っ
た
要
因

に
つ
い
て
伺
う
。

　

落
札
事
業
者
が
自
社

施
工
、
効
率
的
施
工
で
工
事

費
の
低
減
を
実
現
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
。

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

今
回
の
入
札
辞
退
者
の

辞
退
理
由
を
伺
う
。

　
仕
様
の
条
件
を
満
た
す

製
品
を
期
日
ま
で
に
納
入
す

る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
が
主

な
理
由
で
あ
る
。

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
９
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　

Ｃ
Ｖ–

22
オ
ス
プ
レ
イ
の

地
上
待
機
及
び
飛
行
再
開
に

つ
い
て
、
国
か
ら
の
情
報
提

供
内
容
の
説
明
が
あ
っ
た
。

９
月
４
日
に
横
田
基
地
に
関

す
る
東
京
都
と
周
辺
市
町
連

絡
協
議
会
か
ら
国
と
米
軍
に

対
し
て
、
機
体
の
安
全
性
や

運
用
に
関
す
る
基
地
周
辺
住

民
の
不
安
が
解
消
さ
れ
る
よ

う
、
十
分
な
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
を
要
請
し
た
。

２　
国
有
提
供
施
設
等
所
在

市
町
村
助
成
交
付
金
等
に
関

す
る
要
望
に
つ
い
て

　
例
年
実
施
し
て
い
る
総
務

省
へ
の
要
望
に
つ
い
て
協
議

し
た
。
要
望
事
項
は
、
国
有

提
供
施
設
等
所
在
市
町
村
助

成
交
付
金
及
び
施
設
等
所
在

市
町
村
調
整
交
付
金
の
増
額
、

対
象
資
産
の
範
囲
の
拡
大
・

拡
充
な
ど
、
全
４
項
目
。

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

横
田
基
地
対
策

�

特
別
委
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
特
別
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

▲福生市休日診療所窓口

▲委員会の様子

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会では、『社会活動等につ
いて』として、「町会・自治会」「介護予防」「健康増進」「子育て」「学
校教育」「社会教育事業」に関する事項を協議し、令和５年度に向
けた18の提言をまとめました。

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
第一回調査結果報告【提言書】

提言１ 基本ルールの作成
提言２ 歴史的資料としての記録
提言３ 創意工夫の共有
提言４ ライブ配信及び動画の効用
 と更なる魅力発信

イベント等
提言５ 子供・保護者の居場所の確保
提言６ 市民のスポーツ環境の充実
提言７ 成人・高齢者の心身と居場所づくり
提言８ コンパクトシティの強みを生かす

居場所、心・体のケア

提言９ 動画の作成・配信・活用
提言10 Wi-Fi環境の活用と
 リーダーの育成
提言11 学校におけるICT活用

動画配信、ICT活用

提言15 情報や活動事例の水平展開
提言16 職員の負担軽減と
 組織的応援体制の構築
提言17 日常からのつながりの構築
提言18 サークル等小集団のつながりと
 生涯学習に関連する職員の育成

人材・啓発・組織

提言12 創意工夫と更なる研究
提言13 子供の視点から考える
 事業継続
提言14 創意工夫の共創

事業継続（工夫・方法）

提言書の全文を市議会ホームページ
に掲載しています。
QRコードからご覧いただけます。
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令和４年９月 27 日 

福  生  市  議  会 

 
 


